
活  動  紹　介

【令和5年度活動計画】
翻刻…註において出典や重要用語の解釈等を施し、 本年度の『綜合佛教研究所年報』に掲載を予定している。
研究…本伝記の特徴や書誌的整理の結果、また『聖光上人伝』等の諸伝記の内容や思想との関係性について発表す
る。

【活動実績】※出版/論文/受賞・研究助成の経歴など
創設3年目のため、実績なし。

【活動内容】
当研究会では、浄土宗二祖である聖光上人（以下、祖師の敬称を省略）に関する下記の伝記に注目し、翻刻・対校作業
を通じて、聖光の生涯と思想について考察することを目的とする。
・『鎮西禅師絵詞伝』18巻、天明4年（1784)風航了吟作、和本のみ現存
・『大紹正宗国師伝略』2巻、文政11年（1828)順阿隆円作、和本のみ現存
聖光の生涯については未解明の事績も多く、『聖光上人伝』や『法然上人行状絵図』（『四十八巻伝』）等と比較することに
よって、諸伝記の内容に関する問題解明や、新たな問題点を明らかにすることができると考える。
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